【様式A】



令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会科・総合的な学習の時間・図画工作科（第４学年）


テーマ〖水辺をスマイルプロジェクト　～尾崎の町に笑顔を増やそう～〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阪南市立尾崎小学校　








≪学習のねらい≫


　社会科の学習で健康な暮らしを支えるために，ごみの処理や下水の処理の仕組みを学ぶ中で，ごみやよごれた排水そのものを減らしてくことが自分たちにできる環境保全の取組みの一つだと気づかせたい。さらに，校区内にある地域の海で生き物の観察を体験することで，地域の環境を保全していくのだという意識を持たせたい。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　６月　～　１１月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会科�
「ごみのしょりと活用」


　ごみ処理の仕組みや再利用などについて学び，ごみを減らすために自分たちにできることについて考える。�
■タブレット端末を活用し，録画した職員の方のインタビューや作業している様子を動画でみせる。�
�
２


総合的な学習の時間�
海洋教育「水辺をスマイルプロジェクト」


　校区の海に出向き，高学年が再生に取り組んでいるアマモ場やそこに生息する生き物を観察する。


地域の海にはアマモ場があり，アマモ場を再生していくことで豊かな海の環境を守ることができることを知る。�
■ゲストティーチャーを招いたり，体験活動をしたりすることで，地域の海の豊かさを感じさせる。�
�
３


社会科�
栄養教諭による授業「食べ物の声を聞こう」


　食品ロスについての理解を深め，食品ロス削減のために何ができるのか，自分の問題として考え，実践する計画を立てる。�
■恵方巻やクリスマスケーキが大量に廃棄されている写真や動画「のこりものがたり」を見せることで，食品ロスの問題について実感を持たせる。�
�
４


図画工作科�
「ポスターでメッセージを伝えよう！」


　地域の環境を保全するためには，食品ロス削減を呼びかけるポスターを描いて，町の人に協力を求めるという計画を実践する。�
■上記の２で子どもたちから出た意見「ポスターで町の人々によびかける」ことを実践するためにポスターを描くということを意識させる。�
�
５


総合的な学習の


時間�
「水辺をスマイルプロジェクト」


　１～４の取組みにつながることをタブレット端末や本で調べ，まとめる。�
■SDGｓの目標にもつながることを示唆する。�
�
≪活用したプログラムや教材，ゲストティーチャー　等≫


　HFW（ハンガー・フリー・ワールド）：「のこりものがたり」


　阪南市資源対策課の方々


　NPO法人 大阪湾沿岸域環境創造研究センターの方


≪成果≫


　・資源対策課の方や環境保全に関わる方々に出会い，話をうかがうことで，子どもたちの興味は増し，その後の実践への積極的な姿勢につながった。


　・自分たちの住んでいる地域をよりよくしたい，という思いが体験活動の中で生まれていった。


　・タブレット端末を活用することで，地域だけでなく，より広い世界での環境保全について知ることができ，次への課題を見出そうとすることができた。








